




 

  気管支喘息,蕁麻疹,アトピー性皮膚炎などでは一般にアトピー性疾患として

総括されている。今回これに喘息性気管支炎を加えた 4疾患の患児について皮

内反応,PK 反応,RAST によってアレルゲンを決定,IgE 値との相関ならびに年令

に伴う変化を検定し,以下のような成績を得た。なおアレルゲンの決定は PK 反

応,RAST の両者に陽性反応を示すものを陽性とした。地域的環境要因もみるた

め,京都市地域とは経済及び大気汚染度の異なる尼崎市の塚口病院の喘息患児

についても比較検討した。 


